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Five丘ngersdifferentinlength,diameterandstrength,Everydaytrainingisnecessarytobeableto

usethemequaly,buttoomuchtrainingmayhurtthem.Inthisarticle,Wewillconsiderhowtotrainthem

naturally,paylngattentiontotheircharacter.

5本の指は,それぞれ長さ,太さ,強さが違 うものである.出来るだけ均一に使える様に,日々の トレーニングが必

要である｡しかし,無理なトレーニングは,指を痛めることになる｡ここでは,特徴を考えながら,指の自然な使い方

を考察する｡

は じ め に

指は,ピアノを弾き続けることで,自然に訓練される

ように考えられる｡同じ教本の練習,例えばハノンの教

本を練習した場合,同じ効果が得られるのであろうか?

実は,指の使い方を意識しなければ,同じ効果にはなら

ない｡また,ひたすら積み上げた練習の成果が,演奏の

邪魔になる癖をつけてしまう結果にもなりかねない｡こ

の癖は,ほぼ無意識の蓄積になり,これをどの段階から

でもやり直すことは,至難の業である｡

正しい指の認識を持ち,使い方を意識して練習をすべ

きである｡｢巨匠が初心者を教えるのが理想｣と言われ

るのは,積み上げをしているからこそわかる基礎の大切

さを踏まえて指導できるからである｡

ここでは,5本の指の使い方を,特徴を考えながら整

理していく｡更に,どのような奏法に使用できるか考え

ていく｡

く指の特徴)

ピアノの指番号は,親指,人指し指,中指,薬指,小

指の順に,左右とも1,2,3,4,5で楽譜に表記されて

いる｡ここでは,これ以降,親指を1指,人指し指を2

拷,中指を3指,薬指を4指,′国旨を5指と記す｡

1指の特徴は,手の甲の部分がなく,第 1関節が手首

の付け根から始まっていることである｡また,鍵盤に置

いた場合,指の向きが横になり,爪の先端ではなく外側

が鍵盤に接する｡内側に握 りこむと2,3,4,5指の下

にもぐりこむことになり,指を送り出す "指くぐし"は,

間接の向きの違う1指が最適になるのである｡

2指の特徴はピアノに手を置いた時,第1関節が一番

高い位置になることである｡また,1指との間が指 1本

分くらい開いていることである｡力を抜いて腕を下ろし

たとき自然に出来ている2指の曲線が,力を入れても持

続できる筋肉があれば,1指と2指の間をちょうど良い

具合に指1本分開けて固定することが出来る｡

3指の特徴は,一番長く,手首のほぼ中央に第 1関節

があるということである｡指を握 りこむと手の重心を指
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すことになり,力を入れやすい｡

4指の特徴は,3指の次に,2番目に長いことである｡

1指と5指を開くのと同じ位の幅に,1指と4指で開く

ことが出来る｡しかし,独立して指を動かすことは難し

い｡3指と4指の膝は影響しやすく,力を抜くと3指と

4指は,ほとんど隙間なくくっついて並ぶのがわかる｡

5指の特徴は,一番短く,細いことであるo音が弱く

ならないよう手首からほぼまっすぐに指を伸ばした形で

打鍵する｡

(指の構え)

5本の指は,ピアノに左右対称に置く｡ピアノの響き

のバランスは,左右の外側の音が浮き立つように整える｡

つまり指に置き換えると,左右とも5指に重みがかから

なければいけない｡これを自然に行うためには,腕の脱

力の感覚をはっきり意識することが大切である｡

注意深く,鍵盤上に指を脱力した状態で置くと,長い

指の4指から平面に接し,5指と3指がほぼ同時に接し,

次に2指,最後に1指が接する｡

この状態の持続が出来ることが,指の特徴を均一にす

る5本の指の構えである｡弱い部分や強い部分を無意識

に調節できた構えなのである｡

･構えの特徴としては,5指の第1関節,つまり手の甲

との接点が他の指より低い位置であることが大切であ

る｡

1指の第1関節は,ほんの少し5指の第1関節より浮

き上がった位置に用意されるのが良い｡こうすることに

より,太く強い1指がより,細く弱い5指に手の重心が

かかりやすくなるのである｡

また,ピアノの鍵盤に合わせて,内側に回転させて置

かれている肘までの状態を,肩から脱力した時の本来の

向き,つまり指先が体に向いている状態にいっでも戻ろ

うとする状態を意識すると自然と外側の5指の方向が下

にひっぼられ,重心がかかるのである｡

このように構えると,2指の第1関節が最も高い位置

になり,上から見ると3指の第1関節が手首の中央から

外側に移動する｡その結果2指と3指の間に重心の位置

が移動する形になる｡こうして,強い指1指,2指と,

弱い指5指,4指を補助する3指を手の甲の左右に意識

し,5本の指のバランスが良い状態に保て,指の構えが

できるのである｡

く打鍵をする時の注意)

指の特徴がそのまま音の強弱にならないよう,上記の

ような構えが出来たら,打鍵の練習に入る｡

どの指からでも,一度打鍵したら,手首の状態に細心

の注意を払うことが必要である｡手首は,指の動きに反

応しやすく縦にも横にもすぐ動いてしまいやすいからで

ある｡

手首が縦横にぶれた状態で練習すると,指の関節は支

えるために固定され,動かなくなってしまう｡指先の練

習を行うためには,手首が固定されることが必要である｡

手首の状態は,固定されても固くという意味ではない｡

手の重心にぶら下がっている状態である｡しかし,表情

を加える場合は,何時でも動ける状態でなければならな

い.均一の音にする場合,5本の位置が決定して自然な

構えをしていれば,手首は,重心にぶら下がっている位

置で固定されなければ音の均一はできなくなる｡重心を

意識することで,5本の指先に均一の重みをかけること

が出来るのである｡

こうして,それぞれの指の打鍵が成されることにより,

脱力の腕の重みを無駄なく指先に伝えることが出来るの

である｡

繰り返し言うが,外見の形が整うだけでなく,腕から

指先の力加減が均一に保たれているか,内部の感覚も常

に注意深く意識しながら,5本の指のトレーニングを進

めることが大切なのである｡

く関節の使い方)

指の関節は,常に状態を変化させることにより,さま

ざまの音色を決定することができる｡

第1,第2,第3関節を固定すると,手首から音を出

すことになる｡これが,手首から指先を使う中で一番

太い音となる｡メロディーを浮き立たせるには,最適で

ある｡手首がものを言うのである｡5本の指の関節が固

定できないと極端に不ぞろいの音にもなりかねない｡手

首の動きの加わった重みを耐えられるよう指の第1,第

2,第3関節を同じ力加減で止められる必要があるので

ある｡これにより,メロディーの音がスムーズにそろい

手首で歌うことができるのである｡
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手の甲の付け根部分に接している第1関節を止めてい

た力加減を緩めるとどうだろう｡

関節を楽にすると今まで支えてきた重みを支えきれな

い状態になるため,手の重心にぶら下がっていた腕の力

を減らさなければいけない｡そのため,肩から手首の脱

力状態を減らし,第2,第3関節だけで支えられる重心

の重さに加減される｡つまり,少し小さい音を必要とす

るときは,この状態が良いのである｡浮き立たせるメロ

ディーを弾く指は第1,第2,第3関節まで止められて

いるが,メロディーより小さく弾かなければいけない音

の処理は,第1関節を緩めるとはっきりと差をつけるこ

とが出来るのである｡

では,第1,第2関節を2箇所緩めるとどうだろう｡

緩める部分が増えれば脱力が更に出来なくなり,肩か

ら手首までを更に持ち上げ,第3関節が耐えられるだけ

の重みを重心に残すことになる.指先の一番小さい音を

必要とする場合は,第3関節で弾くのである｡細かい音

は,この第3関節を動かす意識が重要である｡

ここで,確認しなければいけないが,手首の位置は,

重心､にかかる腕の重みを変えても同じ位置にあることが

原則である｡そうすることで,外見では,ほとんど変化

を見ることができないが,腕の中の力加減と,関節が止

まって支える力を変化させる訓練ができ,音を確実に変

化させるようになるのである｡

この段階の後,手首の位置を上に少し緩めて移動した

場合,更に音量を変える効果があるのである｡

く指の角度)

ピアノの鍵盤に接する指の角度は,指によって違う｡

1指,5指は外側の横の部分で構えることになるので,

鍵盤に対してほぼ水平に置く角度になる｡爪が見える状

態である｡

2指,3指,4指は,鈍角に各関節を曲げ,指先の爪

に近い先端で接する｡自分からは,爪が全く見えない角

度である｡

これが,基本の構えの指の角度であるO

く表現を広げる指の使い方)

基本の構えで指の訓練ができたら,表現の幅を広げる

指の使い方も工夫すると,音の変化がより多様になる｡

1指の特殊な使い方は,先端を使う場合である｡指の

先端を使うには,手首のほぼ真下に1指の先端を位置す

るものである｡手首から先端まで関節をまっすぐ固定す

る｡これにより,最も強い音を出すことが可能である｡

強い音を要求される場合,1本の指に他の指を補助し

補強することが可能である｡指は,5本に分かれている

が,どれか1本の指に付けて使うことで,補強の役割を

する｡添え木の役割をするのである｡特に左手5指で低

音を良く響かせる必要がある場合は,腕を外側に回転さ

せ,2指,3指,4指の重みを5指に乗せ補強すること

が,とても有効である｡

和音や重音を弾く場合,強く弾くほど,各指の第2,

第3関節を伸ばし気味に固定すると良い｡手の甲の付け

根の第1関節だけは,自然な構えより鋭角に立てること

になる｡これで,握り締める手の甲の角度を作ることに

なるため,強い力に耐えられる｡

オクターブを伴う幅の広い和音は,構えの状態から,

手を広げるためだけの力が入ってしまうことが小さい手

の人ほど考えられる｡出来る限り余分な力を入れないた

めに,第1,第3関節は,少し緩めておいて良い｡第2

関節で重心を支えるのが幅の広い和音をつかむ場合有効

である｡連続する幅の広い和音を訓練する場合,特に最

小限の準備の力に徹して構えをしなければ,睦鞘炎を起

こすことになりかねないのである｡

柔らかい音を出すには,各関節の止め具合を全部緩め,

打鍵と同時にゆっくり重心の重みを関節全体に伝え,

ゆっくり止めていくことが必要である｡

軽く粒がポロポロと聞こえる音は,各関節を緩めたま

ま打鍵し,重心の重みを伝えると一昔ずつ粒が浮き立っ

ようになる｡

指の関節の止め方の加減で,鍵盤に接する指先の場所

も変化し,これが音色の変化につながる｡

演奏者の感性の開拓意欲により,音色を変える可能性

は,無限とも言える｡指先の変化に手首や腕の動き,胴

体の状態,精神的内面の意識が更に加わるからである｡

しかし,どんな場合でも音と,指や手の動きが一致して

身に付くことが大切である｡そのために,常に外見の動

きと,内部の力加減を観察し,変化がどのように音に現

れるか,注意深く聞くことが何より必要なのである｡
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お わ り に

指は,自然に置かれた状態で使えるのが,一番良い｡

最初にピアノの鍵盤に置いたとき,本当に自然に置かれ

ているかが大切である｡音を出す前に,自然の脱力をま

ず身に付け,その感覚でピアノの鍵盤の位置に移動する

ことである｡有名なピアニストでも,20歳を過ぎて,ピ

アノの蓋を閉め,音を出さずに手を蓋に落とす練習をし,

脱力をやり直したということは珍しくないのである｡

構えの角度が違うだけで,指の負担は一気に変わり,

余分な力を必要とし,勝鞘炎を招くことも多い｡

演奏とは,体が表現するものである｡無駄な力を排除

し,必要最小限度の力で,できるだけ多くの可能性を広

げられるよう,自然な奏法を身に付けたいものである｡

そのためには,音を出す前の指の構えが,最も重要なの

である｡


